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【目的】

福岡県広川町では住み慣れた地域で高齢者が安心して生活していくために、子どもから大人まで
一人ひとりが思いやりの心をもつことを目指し「福祉教育」に取り組んでいる。本研究では郎台体にお

けるロービジョン体験（アイマスク装着）を取り入れた福祉教室プログラム作成と評価を行うことを目

的とする。

【対象と方法】

１．対象：広川町のジュニアリーダー・シニアリーダー・青少年育成町民会議推進部会のメンバー２５

名。２．プログラム作成：２０１０年１月～３月。共同研究者で検討し、共感できる立場が増える、自分の

持っている感覚を目覚めさせることを学習のねらいとした。３．プログラム内容：２０１０年３月２１日；導

入１５分、アイマスク体験者・介助者を無作為に分けペアを組む１０分、アイマスク体験２０分×２回

（アイマスクと介助者の両方を体験）ｊ目手の立場に近づくことをねらいとしたロービジョン者への質

問と交流３０分。４．評価方法：１回目のアイマスク体験の事前・事後に感覚（１６項目）・感想（４項

目）のアンケート調査、２回目のアイマスで７体験後に自由記述式のふりかえりシートの記入を行った。

【結果】

参加者は、２５名で平均年齢１７、８歳（１３-３２歳）、男性４０％、女性６０％であった。アイマスク体験者

と介助者で感覚の変化を比較したところ、アイマスク体験者の方が聴覚（ｐ＝０．０２６）、触覚

（ｐ＝０．０３１）、自分の心の様子への関心（ｐ＝０．０１３）、周囲の空気や動きや風への関心（ｐ＝０．０４）

が有意に高かった。ふりかえりシートから「福祉教室はやはり大切」「今日の体験を覚えておき、これから

も考えていきたい」等、教室を評価するコードが抽出された。また、交流時間には、参加者から携帯、料

理などに関する７つの質問が出され相手の立場を理解する時間となった。

【結論】

介助よりもアイマスク体験の方が感覚を研ぎ澄ます深い体験となることが示唆された。また、体験後

に相手の立場に近づく時間を設けることで積極的な交流が可能なことが確認された。


